
(57)【要約】
【課題】　歯質に吸着することにより、炭酸飲料、食事、薬等、経口的に摂取する酸、及
び、口内細菌が炭水化物等を代謝することで産生される酸によって引き起こされる脱灰の
抑制剤の提供。
【解決手段】　次の一般式（１）
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　

（式中、ｌ、ｍ、ｎはモル％（ｌ＋ｍ＋ｎ＝１００）で、ｌ：ｍ：ｎ＝１～９５：５～８
０：０～９４、０．２５≦（ｌ＋ｎ）／ｍ≦１９の範囲にあって、ｐは１～２２及びｑは
１～２００の数を示し、Ｒ 1、Ｒ 2、Ｒ 3及びＲ 4は各々独立に水素原子又はフッ素原子が置
換していてもよい炭化水素基を示し、Ｍ 1、Ｍ 2及びＭ 3は各々独立して水素原子、金属原
子、アンモニウム、総炭素数１～２２のアルカノールアンモニウム又は塩基性アミノ酸残
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 次 の 一 般 式 （ １ ）
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 ｌ 、 ｍ 、 ｎ は モ ル ％ （ l＋ m＋ n＝ 100） で 、 ｌ ： ｍ ： ｎ ＝ １ ～ ９ ５ ： ５ ～ ８ ０ ： ０
～ ９ ４ 、 ０ ． ２ ５ ≦ （ ｌ ＋ ｎ ） ／ ｍ ≦ １ ９ の 範 囲 に あ っ て 、 ｐ は １ ～ ２ ２ 及 び ｑ は １ ～ ２
０ ０ の 数 を 示 し 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 及 び Ｒ 4 は 各 々 独 立 に 水 素 原 子 又 は フ ッ 素 原 子 が 置 換 し て
い て も よ い 炭 化 水 素 基 を 示 し 、 Ｍ 1 、 Ｍ 2 及 び Ｍ 3 は 各 々 独 立 し て 水 素 原 子 、 金 属 原 子 、 ア
ン モ ニ ウ ム 、 総 炭 素 数 １ ～ ２ ２ の ア ル カ ノ ー ル ア ン モ ニ ウ ム 又 は 塩 基 性 ア ミ ノ 酸 残 基 を 示
す ） で 表 わ さ れ る 化 合 物 か ら な る 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 酸 に よ る 歯 質 溶 解 (脱 灰 )抑 制 剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 脱 灰 と は 、 経 口 的 に 摂 取 す る 酸 、 及 び 口 内 細 菌 が 炭 水 化 物 等 を 代 謝 す る こ と で 産 生 さ れ
る 酸 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 歯 質 （ エ ナ メ ル 質 ・ 象 牙 質 ） の 溶 解 で あ る 。 従 来 か ら 、 こ の
脱 灰 を 含 み 、 歯 垢 形 成 、 口 腔 内 細 菌 、 糖 質 、 歯 質 の 面 か ら 、 齲 蝕 予 防 法 が 開 発 さ れ て い る
。
　 脱 灰 抑 制 作 用 を 有 す る 物 質 と し て は 、 従 来 糖 類 還 元 物 、 フ ッ 素 等 が 広 く 使 わ れ て い る 。
５ 炭 糖 キ シ ロ ー ス 還 元 物 の キ シ リ ト ー ル に つ い て は 、 歯 の エ ナ メ ル 質 の 脱 灰 を 抑 制 す る 作
用 が 報 告 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。 ま た 、 キ シ リ ト ー ル と フ ッ 化 物 は 、 エ ナ メ ル 質 脱
灰 抑 制 に 相 加 的 に 働 く こ と も 知 ら れ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ ） 。 フ ッ 素 は 、 歯 質 の 主 成 分 で
あ る ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト の 結 晶 に 組 み 込 ま れ る こ と に よ り 、 歯 質 を 強 化 し 脱 灰 を 抑 制 さ
れ る こ と が 知 ら れ て お り 、 ま た 、 歯 質 へ の カ ル シ ウ ム の 再 沈 沈 着 を 促 す こ と か ら 、 近 年 種
々 の 口 腔 用 組 成 物 に 添 加 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 及 び ２ ） 。 そ の 他 の 脱 灰 抑 制 効 果 持 つ も
の と し て 、 水 溶 性 リ ン 酸 塩 （ 特 許 文 献 ３ ） が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 フ ッ 素 は 斑 状 歯 の 形 成 及 び 毒 性 か ら そ の 使 用 が 懸 念 さ れ る （ 非 特 許 文 献 ３ 及 び
４ ） 。 ま た 、 キ シ リ ト ー ル 、 水 溶 性 リ ン 酸 塩 は 、 再 石 灰 化 現 象 を 介 し て 歯 質 の 脱 灰 を 間 接
的 に 抑 制 す る も の で あ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Caries Res., 1988, 22(3):160-165
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Caries Res., 1990, 24:256-257
【 非 特 許 文 献 ３ 】 濱 六 郎 ； う 歯 予 防 を 目 的 と し た 水 道 水 へ の フ ッ 素 添 加 の 有 効 性 と 危 険 性
に 関 す る 文 献 的 調 査 研 究 報 告 書 ； 薬 害 オ ン ブ ズ パ ー ス ン 会 議 2002
【 非 特 許 文 献 ４ 】 柳 沢 文 徳 ； フ ッ 素 研 究  1982(3)2～ 24
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ -１ ３ ０ ６ ４ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ -２ １ ２ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 表 平 ７ － ５ ０ ５ ４ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 炭 酸 飲 料 、 食 事 、 薬 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 等 、 経 口 的 に 摂 取 す る 酸 、
及 び 口 内 細 菌 が 炭 水 化 物 等 を 代 謝 す る こ と で 産 生 さ れ る 酸 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 脱 灰 の
抑 制 剤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 は 、 特 定 の リ ン 酸 基 を 有 す る モ ノ マ ー と 親 水 性 モ ノ マ ー と の 共 重 合 体 が 、 口 腔
内 で 歯 表 面 に 吸 着 す る こ と に よ り 、 脱 灰 を 抑 制 し 、 脱 灰 に 起 因 す る 口 腔 疾 患 の 発 生 を 予 防
す る こ と を 見 出 し た 。
　 本 発 明 は 、 次 の 一 般 式 （ １ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ 式 中 、 ｌ 、 ｍ 、 ｎ は モ ル ％ （ l＋ m＋ n＝ 100） で 、 ｌ ： ｍ ： ｎ ＝ １ ～ ９ ５ ： ５ ～ ８ ０ ： ０
～ ９ ４ 、 ０ ． ２ ５ ≦ （ ｌ ＋ ｎ ） ／ ｍ ≦ １ ９ の 範 囲 に あ っ て 、 ｐ は １ ～ ２ ２ 及 び ｑ は １ ～ ２
０ ０ の 数 を 示 し 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 及 び Ｒ 4 は 各 々 独 立 に 水 素 原 子 又 は フ ッ 素 原 子 が 置 換 し て
い て も よ い 炭 化 水 素 基 を 示 し 、 Ｍ 1 、 Ｍ 2 及 び Ｍ 3 は 各 々 独 立 し て 水 素 原 子 、 金 属 原 子 、 ア
ン モ ニ ウ ム 、 総 炭 素 数 １ ～ ２ ２ の ア ル カ ノ ー ル ア ン モ ニ ウ ム 又 は 塩 基 性 ア ミ ノ 酸 残 基 を 示
す ） で 表 わ さ れ る 化 合 物 か ら な る 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 は 、 歯 質 に 吸 着 す る こ と に よ り 、 炭 酸 飲 料 、 食 事 、 薬 等 、
経 口 的 に 摂 取 す る 酸 、 及 び 口 内 細 菌 が 炭 水 化 物 等 を 代 謝 す る こ と で 産 生 さ れ る 酸 に よ っ て
引 き 起 こ さ れ る 脱 灰 を 抑 制 し 、 脱 灰 に 起 因 す る 口 腔 疾 患 の 発 生 を 予 防 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 脱 灰 抑 制 効 果 を 有 す る 一 般 式 （ １ ） で 表 わ さ れ る 化 合 物 の ゲ ル パ ー ミ ュ エ ー シ
ョ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 測 定 法 （ GPC： ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 換 算 ） に よ る 、 重 量 平 均
分 子 量 は 、 好 ま し く は ５ ， ０ ０ ０ ～ １ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ で あ る が 、 口 腔 内 へ の 投 与 の し 易
さ か ら 特 に １ ０ ， ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ， ０ ０ ０ で あ る の が よ り 好 ま し い 。 ま た 、 一 般 式 （ １ ）
の 中 で 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 又 は Ｒ 4 で 表 わ さ れ る 炭 化 水 素 基 に は フ ッ 素 原 子 が 置 換 し て い て も
よ い 。 炭 化 水 素 基 で あ る 場 合 は 、 炭 素 数 １ ～ ５ の ア ル キ ル 基 、 例 え ば メ チ ル 基 、 エ チ ル 基
等 が 挙 げ ら れ 、 特 に メ チ ル 基 が 好 ま し い 。 ま た 、 Ｍ 1 、 Ｍ 2 又 は Ｍ 3 が 金 属 原 子 で あ る 場 合
は 、 ア ル カ リ 金 属 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 等 が 挙 げ ら れ 、 特 に ア ル カ リ 金 属 が 好 ま し い 。 Ｍ 1

、 Ｍ 2 又 は Ｍ 3 が 総 炭 素 数 １ ～ ２ ２ の ア ル カ ノ ー ル ア ン モ ニ ウ ム で あ る 場 合 は 、 モ ノ エ タ ノ
ー ル ア ミ ン 、 ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 等 が 好 ま し く 、 更 に 塩 基 性 ア ミ
ノ 酸 残 基 で あ る 場 合 は 、 ア ル ギ ニ ン 、 リ ジ ン 、 ヒ ス チ ジ ン 、 オ ル ニ チ ン 等 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 般 式 （ １ ） で 表 わ さ れ る 化 合 物 の 構 成 モ ノ マ ー の モ ル ％ 比 は 、 ｌ ： ｍ ： ｎ ＝ １ ～ ９ ５
： ５ ～ ８ ０ ： ０ ～ ９ ４ （ こ こ で l＋ m＋ n＝ 100と な り 、 nは 0で も よ い ） で あ る が 、 好 ま し く
は 、 ｌ ： ｍ ： ｎ ＝ １ ～ ９ ２ ： ８ ～ ６ ６ ： ０ ～ ９ １ 、 特 に 好 ま し く は ｌ ： ｍ ： ｎ ＝ １ ～ ９ ０
： １ ０ ～ ２ ０ ： ０ ～ ８ ９ で あ っ て 、 ま た 、 ０ ． ２ ５ ≦ （ ｌ ＋ ｎ ） ／ ｍ ≦ １ ９ で あ る が 、 歯
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牙 へ の 吸 着 の 点 か ら 、 ０ ． ５ ＜ （ ｌ ＋ ｎ ） ／ ｍ ＜ １ ２ 、 特 に ４ ≦ （ ｌ ＋ ｎ ） ／ ｍ ≦ ９ で あ
る の が 好 ま し い 。 な お 、 ｌ 、 ｍ 、 ｎ は 平 均 の 数 を 表 わ す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 般 式 （ １ ） で 表 わ さ れ る 化 合 物 は 、 次 の リ ン 酸 残 基 を 有 す る ビ ニ ル モ ノ マ ー 、 ポ リ エ
チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 類 モ ノ マ ー 、 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 類 モ
ノ マ ー を 、 常 法 に よ り 共 重 合 反 応 し て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 リ ン 酸 残 基 を 有 す る ビ ニ ル モ ノ マ ー は 、
【 ０ ０ １ ３ 】
　 CH 2 ＝ CR

1 COO(CH 2 ) p OPO 3 M
1 M 2 　 　 　 （ ２ ）

【 ０ ０ １ ４ 】
（ 式 中 、 Ｒ 1 、 ｐ 、 Ｍ 1 、 Ｍ 2 は 各 々 前 記 と 同 じ 意 味 を 示 す 。 ） で 表 わ さ れ る も の で 、 Ｒ 1 は
メ チ ル 基 が 好 ま し く 、 ｐ は ２ ～ １ ４ が 好 ま し く 、 歯 牙 へ の 吸 着 の 点 で 特 に ８ ～ １ ２ が 好 ま
し く 、 ま た 、 Ｍ 1 、 Ｍ 2 は 各 々 独 立 し て 水 素 原 子 又 は ア ル カ リ 金 属 が 好 ま し く 、 特 に 水 素 原
子 が 好 ま し い 。
　 具 体 的 に は 、 メ タ ク リ ロ イ ル オ キ シ エ チ ル リ ン 酸 （ ホ ス マ ー Ｍ 　 ユ ニ ケ ミ カ ル 社 製 ） 、
メ タ ク リ ロ イ ル オ キ シ デ シ ル リ ン 酸 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 類 モ ノ マ ー は 、
【 ０ ０ １ ６ 】
　 CH 2 ＝ CR

2 COO(CH 2 CH 2 O) q R
3 　 　 　 （ ３ ）

【 ０ ０ １ ７ 】
（ 式 中 、 Ｒ 2 、 ｑ 、 Ｒ 3 は 各 々 前 記 と 同 じ 意 味 を 示 す 。 ） で 表 わ さ れ る も の で 、 Ｒ 2 は メ チ
ル 基 が 好 ま し く 、 ｑ は 歯 牙 へ の 吸 着 の 点 か ら 、 １ ０ ０ ～ １ ５ ０ が 好 ま し く 、 Ｒ 3 は 水 素 原
子 が 好 ま し い 。
　 具 体 的 に は 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル （ q＝ 100～ 150） モ ノ （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ
ル が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 類 モ ノ マ ー は 、
【 ０ ０ １ ９ 】
　 CH 2 ＝ CR

4 COOM 3 　 　 　 （ ４ ）
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 式 中 、 Ｒ 4 、 Ｍ 3 は 各 々 前 記 と 同 じ 意 味 を 示 す 。 ） で 表 わ さ れ 、 Ｒ 4 は メ チ ル 基 が 好 ま し
く 、 Ｍ 3 は 水 素 原 子 が 好 ま し い 。
　 具 体 的 に は 、 メ タ ク リ ル 酸 、 ア ク リ ル 酸 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 般 式 （ １ ） で 表 わ さ れ る 化 合 物 中 の リ ン 酸 残 基 を 有 す る ビ ニ ル モ ノ マ ー の 重 合 部 を ポ
リ マ ー 鎖 １ 、 そ の 他 の 重 合 部 を ポ リ マ ー 鎖 ２ と い う こ と が あ る 。
　 こ れ ら の モ ノ マ ー は 、 一 般 式 （ １ ） の 順 序 に 重 合 さ れ て い る 他 、 ラ ン ダ ム に ま た ブ ロ ッ
ク に 重 合 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 は 、 担 体 と し て 例 え ば 水 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ
プ ロ パ ノ ー ル 等 を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 場 合 は 一 般 式 （ １ ） で 表 わ さ れ る 化 合 物 の 含
有 量 は ０ ． ０ ０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ 、 さ ら に ０ ． １ ～ ５ 重 量 ％ 、 特 に ０ ． ５ ～ ３ 重 量 ％ と す る
と 投 与 も し 易 く 好 ま し い 。
　 ま た 、 本 発 明 の 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 の 成 人 （ 60kg） １ 人 あ た り の 投 与 量 は 、 一 般 式 （ １
） で 表 わ さ れ る 化 合 物 換 算 で ０ ． ０ １ ～ ５ ｇ ／ 日 が 好 ま し く 、 特 に ０ ． １ ～ ２ ． ５ ｇ ／ 日
が 好 ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
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実 施 例 １
　 一 般 式 （ １ ） で 表 わ さ れ る 化 合 物 を 製 造 し た 。 １ ０ ０ ０ mlの ４ 口 セ パ ラ ブ ル フ ラ ス コ に
、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル （ 平 均 １ ２ ０ モ ル ） の メ タ ク リ ル 酸 エ ス テ ル ２ ２ ２ ． ０ ｇ （ ４
１ ． ４ ２ mmol） 、 イ オ ン 交 換 水 １ ４ ９ ． ８ ５ ｇ 、 メ タ ク リ ル 酸 １ １ ． ４ ７ ｇ （ １ ３ ３ ． ２
２ mmol） の 混 合 物 と 、 メ タ ク リ ロ イ ル オ キ シ デ シ ル リ ン 酸 ７ ３ ． ２ ｇ （ ２ ２ ８ ． ７ ４ mmol
） 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル １ ８ ８ ． ３ ｇ 、 2-メ ル カ プ ト エ タ ノ ー ル ４ ． ８ ８ ｇ の 順 で 加 え 、 攪
拌 し な が ら 均 一 な 溶 液 に す る 。 攪 拌 し な が ら 、 窒 素 置 換 を 行 っ た 後  ８ ０ ℃ に 加 熱 し 、 １
０ 分 後 、 １ ０ ％ 過 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 水 溶 液 ５ ５ ． ８ ｇ を 一 括 で 滴 下 し 6時 間 重 合 を 行 う 。
放 冷 後 水 で 希 釈 後 、 ４ ８ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を ３ ７ ． ２ ４ ｇ 加 え 中 和 す る 。 セ ラ ミ
ッ ク フ ィ ル タ ー で メ タ ク リ ロ イ ル オ キ シ デ シ ル リ ン 酸 と メ タ ク リ ル 酸 を 除 去 し た 後 、 凍 結
乾 燥 し 無 色 の 粉 末 高 ３ ０ ７ ． １ ９ ｇ を 得 た 。 分 析 は 、 重 量 平 均 分 子 量 は 、 ３ ５ ， ０ ０ ０ で
あ っ た 。 Ｎ Ｍ Ｒ 及 び Ｇ Ｐ Ｃ よ り ポ リ マ ー 鎖 １ が ６ ， ３ ０ ０ 、 ポ リ マ ー 鎖 ２ が ２ ５ 、 ５ ５ ０
で あ っ た 。 こ こ で 、 化 合 物 中 の リ ン 酸 残 基 を 有 す る ビ ニ ル モ ノ マ ー の 重 合 部 を ポ リ マ ー 鎖
１ 、 そ の 他 の 重 合 部 を ポ リ マ ー 鎖 ２ と い う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例 ２ 　 脱 灰 抑 制 効 果
　 次 法 に よ り 実 施 例 １ で 製 造 し た 本 発 明 の 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 の 脱 灰 抑 制 効 果 を 測 定 し た
。
　 歯 質 の 主 成 分 で あ る ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト で 作 製 さ れ た ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト 平 板 （ 旭
光 学 （ 株 ） 社 ） １ cm× １ cm× ２ mmを 、 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 （ ポ リ マ ー と し て ） １ ． ０ 重 量
％ 水 溶 液 １ mL中 に 、 室 温 で １ 、 ２ 、 ５ 分 間 浸 漬 し た 。 蒸 留 水 ２ mLで 洗 浄 後 、 脱 灰 液 (20mM 
乳 酸 、 80mM乳 酸 Na、 1mM CaCl 2 、 1.8mM KH 2 PO 4 、 pH4.5)に 浸 漬 し た 。 2時 間 後 に 脱 灰 液 を 2N
 NaOHを 用 い て 中 和 し 、 ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト 平 板 か ら の 脱 灰 液 中 遊 離 カ ル シ ウ ム 量 を 求
め た 。 脱 灰 液 中 遊 離 カ ル シ ウ ム 量 は 、 Ｏ Ｃ Ｐ Ｃ 法 （ 和 光 純 薬 株 式 会 社 製 ： 「 カ ル シ ウ ム Ｃ
テ ス ト ワ コ ー 」 キ ッ ト を 用 い て 測 定 ） を 用 い 定 量 し 、 脱 灰 抑 制 率 を 算 出 し た 。 脱 灰 抑 制 率
は 下 式 に よ り 求 め た 。
　 該 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 で 処 理 し た ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト 平 板 か ら の 脱 灰 液 中 へ の 遊 離 カ
ル シ ウ ム 量 を Ｘ と す る 。 ま た 上 記 操 作 で 、 該 水 溶 液 の 代 わ り に 蒸 留 水 １ mLを 用 い て 同 様 の
処 理 を 行 っ た と き の 、 ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト 平 板 か ら の 脱 灰 液 中 へ の 遊 離 カ ル シ ウ ム 量 を
Ａ と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 数 式 ）
　 　 脱 灰 抑 制 率 （ ％ ） =Ｘ ／ Ａ × １ ０ ０
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 結 果 、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 で あ る ポ リ マ ー は 、 高 い 脱
灰 抑 制 効 果 を 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 例 ３ 　 脱 灰 抑 制 濃 度
　 次 法 に よ り 実 施 例 １ で 製 造 し た 本 発 明 の 脱 灰 抑 制 剤 の 脱 灰 抑 制 効 果 を 測 定 し た 。
　 歯 質 の 主 成 分 で あ る ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト で 作 製 さ れ た ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト 平 板 （ 旭
光 学 （ 株 ） 社 ） １ cm× １ cm× ２ mmを 、 各 濃 度 （ 0％ ～ 5％ ） の 脱 灰 抑 制 剤 水 溶 液 １ mLで 室 温
で 1時 間 処 理 を し た 。 蒸 留 水 ２ mLで 洗 浄 後 、 脱 灰 液 (20mM 乳 酸 、 80mM乳 酸 Na、 1mM CaCl 2 、
1.8mM KH 2 PO 4 、 pH4.5)に 浸 漬 し た 。 2時 間 後 に 脱 灰 液 を 2N NaOHを 用 い て 中 和 し 、 ヒ ド ロ キ
シ ア パ タ イ ト 平 板 か ら の 脱 灰 液 中 遊 離 カ ル シ ウ ム 量 を 求 め た 。 脱 灰 液 中 遊 離 カ ル シ ウ ム 量
は 、 Ｏ Ｃ Ｐ Ｃ 法 （ 和 光 純 薬 株 式 会 社 製 ： 「 カ ル シ ウ ム Ｃ テ ス ト ワ コ ー 」 キ ッ ト を 用 い て 測
定 ） を 用 い 定 量 し 、 脱 灰 抑 制 率 を 算 出 し た 。
　 本 法 に お け る 脱 灰 抑 制 率 の 算 出 法 、 及 び 表 記 方 法 に つ い て は 、 実 施 例 ２ と 同 様 に 行 っ た
。
　 そ の 結 果 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 歯 牙 表 面 脱 灰 抑 制 剤 で あ る ポ リ マ ー は ０ ． １ ～
５ 質 量 ％ 、 特 に ０ ． ５ ～ ３ 質 量 ％ の 濃 度 に お い て 顕 著 な 脱 灰 抑 制 効 果 を 示 し た 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト 平 板 か ら の 遊 離 Ｃ ａ 量 と 脱 灰 抑 制 剤 処 理 時 間 と の 関 係 、 及
び 本 発 明 脱 灰 抑 制 剤 に よ る 脱 灰 抑 制 率 （ ％ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト 平 板 か ら の 遊 離 Ｃ ａ 量 と 脱 灰 抑 制 剤 濃 度 と の 関 係 、 及 び 本
発 明 脱 灰 抑 制 剤 に よ る 脱 灰 抑 制 率 （ ％ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【要約の続き】
基を示す）で表わされる化合物からなる歯牙表面脱灰抑制剤。
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